
楽しく学ぶ古典 
「紫式部ってどんな人？」 

 

令和６年度 市民講座Ⅰ                

 

 

 

 

    

          

 

今年の大河ドラマの主役は紫式部。「どこが史実でどこから創作？」

「道長と紫式部の実際の関係は？」など、気になっていることも多

いかと思います。「紫式部日記」などを読みながら、一緒に考えてみ

ましょう。ドラマを何倍も楽しむヒントもお話します。 
（詳しくは裏面参照☞） 

                                                             

日  時  令和６年６月１日・１５日・２９日（土曜日 全３回） 

１０：００～１１：３０  

会 場  中央公民館２階 学習室２ 

内  容  裏面プログラム参照                                             

対 象  市内在住または在勤の１８歳以上の人 

定 員  ２０名（定員を超えた場合は抽選とします） 

        ※落選の人のみ 令和６年５月２４日（金）までにご連絡します。 

受 講 料  各回３００円（資料代含む 毎回集金します）  

講  師  近藤 早苗 さん ＜元愛知県立高校国語教諭・「大人のための国語塾桜」主宰＞ 

申 込 先  生涯学習スポーツ課 TEL 44-4600 FAX 43-8011 

                メールアドレス syogaisports@city.tokoname.lg.jp 

      メールでの申し込みは①氏名(ふりがな)②住所③年齢④連絡先を明記してください。 

申込期限  令和６年５月２３日（木） 

問 合 せ  生涯学習スポーツ課 

※ 参加できる人には連絡をしませんので、当日忘れずに会場にお越しください。 

 

 

 

き り と り せ ん 

令和６年度 市民講座Ⅰ 「楽しく学ぶ古典」 受講申込書 

氏 名 
 

年 齢 
歳 

住 所 
 

電 話 
  

※個人情報については、この講座以外では使用いたしません。 

やさしい 

古典入門 



プログラム 

 

回 日   程 テーマ・内容 講    師 

1 

 

６月１日（土） 

10:00～11：３0 

 

「紫式部の宮仕え以前」 

不明な点ばかりなのですが、「紫

式部集」等から確認できることをお

話しします。また、紫式部が出仕す

る前の貴族間の抗争について系図を

見ながら解説し、「枕草子」に込め

られた清少納言の思いを読みながら

考えます。 

 

 

近藤 早苗 さん 

「大人のための国語塾桜」 

主宰 
 

✽プロフィール✽ 

名古屋市熱田区在住。名古屋大

学文学部文学科（国文学）卒業

後、愛知県公立高校教員として

34年間勤務。 

早期退職し、2011年 4月、「大

人のための国語塾桜」を始め

る。現在、名古屋市内で２教室、

東海市で１教室開催。 

東海市市民大学平成嚶鳴館や

あいち年金大学、朝日カルチャ

ーセンター、中日文化センター

でも古典に関する講座を開催

している。 

楽しくわかりやすく古典を解

説することならおまかせ。 

愛犬ムギ（日本テリア）と暮ら

す。趣味はコーラス。 
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 ６月１５日（土） 

1０：０0～1１：３0 

 

「紫式部日記」ー記録ー 

「紫式部日記」はルポライター紫式

部による中宮彰子出産の記録から始

まります。待望の男子誕生を喜ぶ道

長の様子や、祝いの席での貴族たち

それぞれの様子、宮中女房としての

紫式部の複雑な思い等を拾い読みし

ます。 

３ 

 

６月２９日（土） 

1０：０0～1１：３0 

 

 

「紫式部日記」ー思いー 

「紫式部日記」には、人間関係で

の悩み、同時代の才女批評、主人で

ある彰子を支えようとする思い、道

長との歌のやりとり等、いろいろな

ことが書かれています。興味深い所

をいくつか抜き出して読んでみまし

ょう。 

 


